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 「
i

マ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
」

観
賞
会
に
つ
い
て

前
世
紀
末、
映
画
が
わ
れ
わ
れ
の
前
に
現
わ
れ
て
か
ら
今
H

ま
で
僅
か
六
十
年
足
ら
ず
で
あ
り
ま
ナ
が、
そ
の
発
展
の
跡
は

ま
こ
と
に
目
ざ
ま
し
い
水
の
で
、
そ
こ
r
賤
さ
れ
た
名
作
の
数

々
は
二
十
世
紀
批
界
文
化
の
貴
重
な
縮
図
で
あ
る
と
い
つ
て
も

い
い
す
ぎ
ャ
は
あ
り
ま
す
ま
い。
し
か
し
貴
重
な
文
化
財
で
あ

る
映
画
も、
多
く
の
場
合、
商
品
と
し
て
あ
っ
か
わ
れ、
一
定

期
間
の
典
行
を
終
え
る
と、
わ
れ
わ
れ
の
前
か
ら
姿
を
消
し、

そ
の
保
存
と
か
後
日
の
活
用
と
か
い
う
こ
と
r

つ
い
て
ほ
格
別

の
考
慮
出
払
わ
れ
な
い
の
が
常
で
あ
h
ま
し
た。

国
立
近
代
美
術
館
で
は、
設
立
以
来
同
館
内
に
定
員
約
百
名

の
映
写
室
を
も
っ
、
フ
ィ
ル
ム
・
ラ
イ
ブ
ラ
J
ー
を
設
け、
内

外
古
今
の
優
秀
映
画
の
牧
集
保
存
な
ら
び
に
そ
の
活
用
に
つ
い

て
努
力
い
た
し
て
お
り・子
す。

フ
ィ
ル
ム
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
ぱ、
そ
の
事
業
の
一
部
と
し

て
照
史
的
価
値
の
あ
る
芸
術
性
盟
か
な
映
画
4ゲ
観
裳
し
研
究
す

る
こ
と
と
な
り、
そ
の
第一
回
と
し
て
、
往
年
の
ド
イ
ッ
映
画

「
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト」
を
と
り
上
げ、
一
般
の
映
画
愛
好
家、

研
究
家
に
贈
を」
と
に
し
ま
し
た。

「
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
K
'」
は、
一
九
二
四
年
（
大
正
―
―
-

i

年）

独
起
デ
ク
ラ
・
ウ
フ
ァ
会
社
よ
り
発
売
さ
れ
ナ
独
逸
に
伝
わ
る

民
族
的
叙
事
詩
「
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
物
語」
全一
三
巻
の
前
篇の

レ

(-
C
巻）
に
当
る
も
の
で、
（
後
篇
「
ク
リ
ー
ム
ヒ

復
替
l

)

サ
イ
レ
ン
ト
映
画
黄
金
期
の
傑
作
で
す。

今
回
上
映
の
「
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト」
け`

昭
和
九
年、
伴
奏

音
楽
を
つ
け
た
い
わ
ゆ
る
サ
ウ
ン
ド
版
と
な
っ
て、
八
巻
に
縮

少
さ
れ
再
翰
入
さ
れ
た
水
の
で
、
文
部
省
に
保
存
さ
れ
て
い
た

も
の一
i

す。
元
二
充
年――一
月一-
0
ー
ニ
究
日
帝
割
で
封
切
さ
れ
た
際
の

プ
ロ
ゲ
ラ
ム
よ
り
当
時
か
偲
ぷ
と、

．

午
後
六
時
半
映
写
開
賠

．

 

フ
ロ
ク
ラ
ム

G
即
略）
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独
逸
デ
ク
ラ
・
ウ
フ
ァ
映
画
会
社一
九
二
四
年
度

超
特
作
映
画

フ
ィ
ル
ム
。

ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
に
つ
い
て

の
歌
を
解
し
た。
そ
れ
に
よ
っ
て
火
龍
の
血
に
全
身
を
没
し
て

不
死
身
と
成
っ
た
が、
枯
葉

二
背
に
舞
ひ
落
ち
て、
船
か
ばit

か
り
血
潮
の
か
4
ら
ぬ
部
分
が
出
来
た。
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト

ア
ル
ベ
リ
ッ
ヒ
を
斃
し
た
が、
そ
の
時
ァ
ル
ベ
リ・ッ
ヒ
ま
「
ニ

．

ー
ベ
ル
ゲ
ン
の
宝」
に
呪
を
与
へ
、
自
ら
石
と
化
し
て
死
ん
だ

ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
は
隠
れ
策
を
獲
て、
ラ
イ
ン
を
指
し
マ
急
い

だ°
ゲ
ン
ク
ー
王
の
城
で、
彼
は
芙
し
き
王
妹
ク
リ
ー
ナ
ヒ
ル

ト
な
見
て、
二
人
の
間
に
恋
心
が
起
っ
た
が、
王
の
股
肱
ハ
ー

ゲ
ン
・
ト
ロ
ン
エ
は
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
に
難
か
し
全
試
練
を
与

へ
た
の
で、
雄
々
し
き
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
は
北
極
光
紫
に
映
ゆ

ろ
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
強
男
の
女
王
ブ
ル
ン
ヒ
ル
が
と
戦
技
を
競

ふ
ゲ
ン
ク
ー
王
を
援
け
隠
れ
簑
に
よ
っ
て
王
の
た
め
ブ
ル
ン
ヒ

ル
ダ
を
破
h
相
携
へ
て
ブ
ル
ガ
ン
デ
ィ
ー
城
に
帰
つ
て
来
た。

王
と
プ
ル
ン
ヒ
ル
ダ
、
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
と
ク
リ
ム
ヒ
ル
ト
四

{
-

人
の
婚
宴
日
開
か
れ
た
が、
ブ
ル
ン
ヒ
ル
ダ
ぱ
剛
剪
無
双
の
ジ

ー
ク
フ
リ
ー
ド
を
慕
つ
て
居
た
の
で
王
に
冷
た
い
態
度
を
見
せ

て
居
た。
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
ぱ
王
に
頼
ま
れ
変
身
ご琴
も
て
玉

に
姿
を
変
へ
女
王
の
心
を
試
み
た
が、
こ
の
事
を
知
っ
た
プ
ル

ン
ヒ
ル
ダ
は
怨
み
憤
つ
て、
さ
き
に
ク
リ
ー
ム
ヒ
ル
ト
を
欺
い

て
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
の
不
死
身
の
秘
密
を
知
つ
て
居
る
ハ
ー
ゲ

ン
・
ト
ロ
ン
エ
と
計
り、
鹿
猟
の
日、
彼
の
背
に
槍
を
投
げ
ジ

ー
ク
フ
リ
ー
ト
を
殺
し
た
°
愛
惜
と
悔
恨
に
胸
破
れ、
ブ
ル
ン

ヒ
ル
ダ
も
亦
彼
が
亡
骸
の
側
に
自
殺
を
遂
げ
た。
永
く
呪
と
復

替
の
哲
を
立
て
た
ク
リ
ー
ム
ヒ
ル
ト
ほ
唯
獣
し
て
冷
い
涙
を
流

し
て
居
た。
（
イ
ギ
リ
ス
映
阿
部
轍
入）
ー
と
報
じ
て
い
ま
すc

こ
の
映
画
が
封
切
当
時
ど
の
様
に
我
が
国
に
迎、ス
ら
れ
た
か

キ
ネ
マ
旬
報
第一
九
0
号
（
大
正
一
四
年
四
月
十一
日）
は
次

の
よ
う
に
岩
緒
秋
艮
氏
の
評
を
載
せ
て
い
ま
す。

ー
フ
リ
ッ
ツ
・
ラ
ン
グ
は
果
し
て
私
等
の
難
待
に
叛
か
な
か
つ

た。
否、
私
等
の
期
待
を
活
か
に
超
へ
た。
（
中
略）
純
絵
画

的
手
法
と
い
ふ
の
が、
フ
リ
ッ
ツ
・
ラ
ン
グ
が
こ
の
映
画
に
よ

つ
て
本
国
の
批
評
家
か
ら
得
た
讃
辞
で
あ
る。
し
か
も
是
れ
が

純
絵
画
的
で
あ
っ
て
唯
絵
画
的
で
な
い
点
に
彼
の
偉
大
さ
が
あ

ろ。
（
中
略）
こ
れ
程
独
逸
ら
し
い
映
画
は
今
迄
出
た
こ
と
は

無
か
っ
た。
古
代
ゲ
ル
V

―ー
ヤ
人
の
怪
奇
た
幻
想
の
神
秘
を
こ

れ
程
に
如
実
に
描
き，
出
し
ナ
芸
術
品
屯
少
な
い
で
あ
ら
う0
私

は
こ
の
映
画
に
対
し
、
更
に
そ
れ
を
生
み
出
し
た
独
逸
の
映
画

芸
術
家
に
対
し
、
無
条
件
に
頭
を
下
げ
る
と
云
つ
て
も
決
じ
て

盲
目
的
な
或
ば
誇
張
さ
れ
た
讃
辞
で
は
な
い
と
侑
ず
る。
—

な
お、
当
時
日
本
映
画
で
は、
池
田
義
信
監
督
一
恋
の
悲

曲」
（
栗
島
す
み
子
主
演、
松
竹
蒲
田）
、
村
田
実
監
督
「
大

の
歌
を
解
し
た。
そ
れ
に
よ
っ
て
火
龍
の
血
に
全
身
を
浸
し
て

不
死
身
と
成
っ
た
が、
枯
葉
l

つ
背
に
舞
ひ
落
ち
て、
使
か
ばょ,t

 

か
り
血
潮
の
か
4
ら
ぬ
部
分
が
出
来
た。
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト

ア
ル
ベ
リ
ッ
ヒ
を
斃
し
た
が、
そ
の
時
ァ
ル
ベ
リ
ッ
ヒ
ま
「
ニ

ー
ベ
ル
ゲ
ン
の
宝」
に
呪
を
与
へ
、
肖
ら
石
と
化
し
て
死
ん
だ

ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
は
隈
れ
簑
を
獲
て、
ラ
イ
ン
を
指
し
ャ
急
い

だ。
ゲ
ン
ク
ー
王
の
城
で、
彼
は
芙
し
き
王
妹
ク
リ
ー
ム
ヒ
ル

ト
を
見
て、
二
人
の
間
に
恋
心
が
起
っ
た
が、
王
の
股
肱
ハ
ー

ゲ
ン
・
ト
ロ
ン
エ
は
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
に
難
か
し
全
試
練
を
与

へ
た
の
で、
雄
々
し
き
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
は
北
極
光
紫
に
映
ゆ

ろ
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
強
勇
の
女
王
ブ
ル
ン
ヒ
ル
灰
と
戦
技
を
競

ふ
グ
シ
ク
ー
王
を
援
け
隠
れ
簑
に
よ
っ
て
王
の
た
め
ブ
ル
ン
ヒ

ル
ぶ
を
破
り
相
携
へ
て
プ
ル
ガ
ン
デ
ィ
ー
城
に
帰
っ
て
来
た。

王
と
ブ
ル
ン
ヒ
ル
ダ
、
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
と
ク
リ
ム
ヒ
ル
ト
四

人
の
婚
宴
It
開
か
れ
た
が、
ブ
ル
ン
ヒ
ル
が
ほ
荊
労
無
双
の
ジ

ー
ク
フ
リ
ー
ド
を
療
つ
て
居
た
の
で
王
に
冷
た
い
態
度
を
見
せ

て
居
た。
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
は
王
に
頼
ま
れ
変
身
の
簑
も
て
王

に
姿
を
変
へ
女
王
の
心
を
試
み
た
が、
こ
の
事
を
知
っ
た
ブ
ル

ン
ヒ
ル
ダ
は
怨
み
憤
つ
て、
さ
き
に
ク
リ
ー
ム
ヒ
ル
ト
を
欺
い

て
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
の
不
死
身
の
秘
密
を
知
つ
て
居
る
ハ
ー
ゲ

ン
・
ト
ロ
ン
ェ
と
計
り、
鹿
猟
の
日、
彼
の
背
に
槍
を
投
げ
ジ

ー
ク
フ
リ
ー
ト
を
殺
し
た
°
愛
惜
と
悔
恨
に
胸
破
れ、
ブ
ル
ン

ヒ
ル
ダ
も
亦
彼
が
亡
骸
の
側
に
自
殺
を
遂
げ
た。
永
く
呪
と
復

粧
の
誓
を
立
て
た
ク
リ
ー
ム
ヒ
ル
ト
は
唯
獣
し
て
冷
い
涙
を
流

し
て
居
た。
（
ィ
ギ
リ
ス
映
画
部
翰
入）
ー
と
報
じ
て
い
ま
す
C

こ
の
映
画
が
封
切
当
時
ど
の
様
に
我
が
国
に
迎
え
ら
れ
た
か

キ
ネ
[
旬
報
第一
九
O
号

会
正
-
四
年
四
月
十
l

日）
ほ
次

の
よ
う
に
岩
諮
秋
良
氏
の
評
を
載
せ
て
い
ま
す。

ー
フ
リ
ッ
ツ
・
ラ
ン
ゲ
は
果
し
て
私
縮
の
期
待
に
叛
か
な
か
つ

た。
否、
私
等
の
期
待
を
遥
か
に
超
ヘ
ナ。
（
中
略）
純
絵
画

的
手
法
と
い
ふ
の
が、
フ
リ
ッ
ツ
・
ラ
ン
ゲ
が
こ
の
映
画
に
よ

つ
て
本
国
の
批
評
家
か
ら
得
ナ
讃
辞
で
あ
ろ
0

し
か
も
是
れ
が

純
絵
画
的
で
あ
っ
て
唯
絵
画
的
で
な
い
点
に
彼
の
偉
大
さ
が
あ

ろ。
（
中
略）
こ
れ
程
独
逸
ら
し
い
映
画
は
今
迄
出
た
こ
と
は

無
か
っ
た。
古
代
ゲ
ル
マ
ニ
ヤ
人
の
怪
奇
な
幻
想
の
神
秘
を
こ

れ
程
に
如
実
に
描
き
出
し
ナ
芸
術
品
屯
少
な
い
で
あ
ら
う°
私

は
こ
の
映
画
に
対
し、
更
に
そ
れ
を
生
み
出
し
た
独
逸
の
映
画

芸
術
家
に
対
し
、
無
条
件
に
頭
を
下
げ
る
と
云
つ
て
も
決
し
て

盲
目
的
な
或
ぱ
謡
張
さ
れ
た
讃
辞一ド
は
な
い
と
信
ず
る。
I

な
お、
当
時
日
本
映
画
で
は、
池
田
義
信
監
瞥
一
恋
の
悲

曲」
（
栗
島
す
み
子
主
演、
択
竹
蒲
田）
、
村
m
実
院
督
「
大



「
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
」

は
そ
の
続
篇
の
「
ク
リ
ー
ム
ヒ
ル
ト

の
復
彗」
と
共
に、
ド
イ
ツ
に
伝
わ
る
民
族
的
叙
事
詩
「
ニ
ー

ベ
ル
ン
ゲ
ン
」
一
如叩
作
を
形
づ
く
る
も
の
で、
最
初
に
発
表
さ

れ
た
の
は
一
九
二
四
年、
勿
論、
純
然
た
る
無
声
映
画
と
し
て

で
あ
っ
た
が、
今
回
上
映
の
も
の
は、
そ
れ
に
伴
奏
音
楽
を
つ

け
た
い
わ
ゆ
る
サ
ウ
ン
ド
版
と
し
て、
ト
ー
キ
ー
初
期
に
再
発

売
さ
れ
た
水
の
で
あ
る。

こ
の
映
匝
の
製
作
さ
れ
た
一
九
二
四
年
と
い
え
ば、
第一
次

大
戦
r
敗
れ
た
ド
イ
ツ
の
苦
妍
期
て
あ
っ
ナ
が、
映
匝
に
お
い

て
は
ド
イ
ツ
は
そ
の
貨
金
時
代
を
枇
界
に
誇
る
こ
と
が
出
来

た。
こ
いで
よ
り
先、
敗
戦
市
後
の
一
九一
九
年
に
「
カ
リ
ガ
リ

関
士」
が
現
れ
て、
表
現
主
致
映
圃
の
新
分
野
を
開
拓
し、
一

躍
世
界
の
注
目
を
浴．
ひ
て
か
ら
と
い
う
出
の、
「
朝
か
ら
夜
中

ま
で」
「
罪
と
罰」
一

宴拿白
か
怪
老
窟」
等
の
記
憶
す
ぺ
き
一

逝
の
表
現`
圭
嵌
映
画
が
ド
ィ
ッ
映
匝
を
特
色
づ
け
る
i
方、
オ

人
エ
ル
ン
ス
ト
・
ル
ビ
ッ
チ
ュ
け
「
バ
ッ
シ
ョ
ン」
「
デ
七
プ

シ
ョ
ン」
「
瓶
姫、ズ
ム
ル
ン
」

「
フ
ァ
ラ
オ
の
恋」
等
で
王
軌

を
背
景
と
す
る
大
胆
な
恋
愛
映
圃
に
縦
梱
の
腕
を
揮/'
た。
ま

た
一
方
で
は、
版
材
の
単
純
化、
条
徴
化
に
よ
る
純
粋
な
映
画

的
表
現
の
追
求
と
し
て
無
字
稲
映
訓
の
道
が
「
継
惑
の
街
l

「
除
夜
の
悲
問」
等
に
よ
っ
て
開
か
れ、
来
る
ぺ
き
こ
の
ジ
ャ

ン
ル
の
傑
作
「
最
後
の
人一
の
露
払
い
を
勤
め
ナc
こ
う
し
た

と
き
に
当
つ
て、
当
時
の
新
進
気
鋭
フ
リ
ッ
ツ・
ラ
ン
グ
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
「
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
」

と
「
ク
リ
ー
ム
ヒ
ル
ト
の

復
替
」

l、
そ、
そ
の
雄
大
な
規
模
と
独
特
の
鋭
い
視
覚
芙
に
批

界
を
感
歎
さ
せ
た
記
念
碑
的
作
品
で
あ
っ
た
と
言
え
乙
゜

一
八
九
0
年．
芸
術
の
都
ウ
ィ
ー
ン
に
建
築
家
を
父
と
し
て

生
れ、
美
術
学
校
を
出
て、
圃
家
と
し
て
の
名
乖
り
を
挙
げ
た

フ
リ
ッ
ツ
ラ
ン
グ
は、
大
戦
に
負
但
し
て
絵
築
を
捨
て、
映
画

監
督
に
転
じ
て
か
ら
も、
そ
の
両
面
構
成
に
他
の
追
蹄
を
許
さ

な
い
°
鋭
角
的
な
絵
画
的
感
寛
を
誇
っ
た
。

彼
は、
こ
の
「
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
」
＿一
部
作
の
前
に
も、

「
死
滅
の
谷」
「
ド
ク
ト
ル
．
マ
ブ
ゼ」
等
の
佳
作
を
出
し
て

監
督
フ
リ
ッ

ツ
・

ラ
ン
グ

ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
と

地
は
微
突
む」

盆四
田
嘉
子
主
演、
日
活）
等
が
封
切
さ
れ―)

い
た
こ
と
を
参
考
3
で
に
附
記
し
ま
す。

幻
引
用
文
す
べ
て
仮
名つ
か
い
原
文
の
ま
A)．

冷
徹
な
ク
ッ
チ
と
ス
リ
リ
ン
ゲ
な
雰
囲
気
醸
成
に
非
凡
な
手
腕

を
見
せ、
そ
の
後
も
「
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス」
の
如
き
大
作
を
発
表

し
た
が、•
こ
の
あ
た
り
を
頂
点
と
し
て
漸
く
振
わ
ず、
ナ
チ
の

民
族
粛
浩
の
嵐
と
共
に
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た《二
渡
米
当
初
は、

が
リ
ウ
ッ
ド
の
商
業
主
義
に
妥
協
せ
ず、
仮
借
な
い
社
会
批
判

の
メ
ス
を
揮
っ
た
「
激
怒
j

「
暗
黒
街
の
弾
痕」
等
の
問
題
作

を
連
発
し
た
が、
戦
時
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
は、
ス
リ
ラ
ー

作
家
と
し
て
そ
の
名
を
謳
わ
れ、
そ
の
一
例
と
し
て
我
が
国
に

ほ：．「
扉
の
蔭
の
秘
密」
が
紹
介
さ
れ
た。
我
が
国
で
の
最
出
身

近
か
な
封
切
作
品
に
は
一
外
套＇こ
短
叙」
が
あ
ろ。

（
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
連
営
委
員
ー
箔
水

「
死
滅
の
谷」
(-
JLー
ニ
）

「
ド
ク
ト
ル
・
マ
プ
ー
ゼ」
(-
九
三一）

「
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
勅
館」
全一一
部
(-
九
二
四〗

「
メ
ト
ロ
ボ
リ
ス
」
(

i

九――
六）

．

「
ス
ピ
オ
ー
ネ」
(-
九
二
八）

「
月
世
界
の
女」
(-
九
二
九）

発
声
以
後

「
M」
（一
九
三
一
）

「
怪
人
マ
プ
ゼ
関
士」

「
リ
リ
オ
ム•一

渡
米
以
後

．

「
激
怒」
(-
九――
元）

「
暗
黒
街
の
弾
痕，一
(-
九i-
H
3

「
真
人
間」
(-
九―＿一
八）

「
西
部
魂」
(-
九
叫
一
）

「
恐
怖
の
内
閣」
(-
九
四
四）

「
真
紅
の
街」
(-
九
四
市）

「
外
套
と
短
俄」
（一
九
四
六）

「
扉
の
蔭
の
秘
密」
(-
九
四
八）

「
比
島
の
米
人
ゲ
リ
ラ
隊」
(-
九
方
0]）

9,＇,＇
 

「
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト」
は
三
月
末
ま
で
毎
週
水
曜
日
に
一―

回
上
映
し
ま
ナ。

（
以
上
在
独
作
品）

(-
fL--iiii〉
右
仏
作
品

(

l

九―
-

i

-―]）

フ
リ
ッ

ツ
・

ラ
ン
グ
主
要
監
督
作
品

（
括
弧
内
製
作
年
代） 晶）


